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さいたま市は 7日、学校施設を除く市有施設における石綿（アスベスト）の使用実態調査の最終結果

を発表しました。市環境対策課によると、調査は全 694 施設を対象に実施。職員らの図面調査や専門

機関による目視調査を経て、90 施設で成分を分析しました。 

その結果、施設内に1％を超えるアスベストを含有する個所がある施設が53ありました。このうち飛

散する可能性が高く、市民の利用が多い5施設について、さいたま市は、最優先で除去対策が必要な

「緊急」レベルと判断し、1 部を閉鎖したり、吹付け剤での封じ込めやビニールシートで覆うなどの応急

処置を開始しました。 

市が最優先で除去対策が必要と判断したのは、以下の 5 施設です。 

・丸ヶ崎自治会館（見沼区丸ヶ崎町、階段・会儀室） 

・大宮駅東口大門町自転車駐車場（大宮区大門町、屋根のはり） 

・市立高等看護学院（緑区三室、実習室・玄関など） 

・市浦和ふれあい館（浦和区常盤、舞台上のはり） 

・市消防団下落合分団（中央区下落合、会議室） 

市は、1％を超えるアスベストを含有する個所がある 53 施設を、市民利用の有無、飛散性の有無な

どに応じて3段階に区分し、順次除去工事を始めるほか、年内には全ての施設からアスベストを除去す

るのにかかる費用を見積もる方針です。 

また、市学校施設課は 10 月始めの中間報告で使用が明らかになった小中学校 6 校について、使用

個所をビニールシートで覆うなどの安全対策を講じ、岩槻中学校の音楽室については 6 日に除去作

業を終了しました。全市立小中高校の調査は今月中に終える予定です。 

 

当社では、大気・建材等のアスベスト分析を行っております。お気軽にお問い合わせ下さい 
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